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キサロン-HPCD 1 mg/kg（IM1群）、2.5 mg/kg（IM2.5群）、または5 mg/kg（IM5群）を腰部背側筋
肉内に投与した。アルファキサロン-HPCD投与後には、IM2.5群およびIM5群ではすべての供試ウ
サギが横臥したが、IM1群では3羽が横臥しなかった。アルファキサロン-HPCD 1～5 mg/kg IMに
よる鎮静不動化効果は用量依存性であり、2.5 mg/kg で確実に横臥位となる深い鎮静不動化効果を













































































 以上の結果から、ウサギにおけるアルファキサロン-HPCD の至適投与量は、IM 投与で
2.5mg/kg および TN 投与で 2mg/kg であることが明確なった。とくに、アルファキサロン-




 本研究では、ウサギにおいて、アルファキサロン-HPCD の低用量 IM 投与で得られる鎮静
不動化効果を基礎的に明確にした。加えて、ウサギへのアルファキサロン-HPCD の新しい
投与経路としての TN 投与によって得られる静不動化効果を基礎的に明確にするとともに、
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